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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第43期

第３四半期連結
累計期間

第44期
第３四半期連結
累計期間

第43期

会計期間
自平成27年４月１日

至平成27年12月31日

自平成28年４月１日

至平成28年12月31日

自平成27年４月１日

至平成28年３月31日

売上高 （千円） 22,318,933 23,334,559 30,578,092

経常利益 （千円） 2,613,021 3,611,446 3,701,796

親会社株主に帰属する四半期(当

期)純利益
（千円） 1,663,873 2,215,180 2,286,965

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 585,588 1,601,333 1,158,937

純資産額 （千円） 41,127,093 42,825,478 41,700,443

総資産額 （千円） 47,378,137 49,660,486 48,549,776

１株当たり四半期(当期）純利益

金額（円）
（円） 134.73 179.35 185.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
(円) 134.72 179.34 185.17

自己資本比率 （％） 86.8 86.2 85.9

 

回次
第43期

第３四半期連結
会計期間

第44期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成27年10月１日

至平成27年12月31日

自平成28年10月１日

至平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 65.73 86.08

 
（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国においては雇用の回復や金利上昇など堅調に推移し、欧

州においては英国の国民投票によるEU離脱問題による混乱はあったものの、おおむね緩やかな景気の拡大傾向が

続きました。一方、中国においては、経済成長率は前年と比較して低下しているものの、所得水準は継続的に向

上し個人消費やインフラ投資が堅調に推移しました。しかしながら、米大統領選後の為替、株式市場の急激な変

化や、各国の政治や経済の動向による変動リスクが高まるなど、全体としては景気の先行きが不透明な状況で推

移しました。

国内経済においては、雇用や所得の伸びを背景に持ち直しつつあるものの、新興国経済の成長率が鈍化するな

ど先行き不透明な懸念もあり、予断を許さない状況で推移しました。

このような経済情勢の中、当社グループにおいてはセラミック部品事業分野の差別化製品を応用した通信関連

市場や半導体製造装置向け製品が堅調に推移しました。照明機器事業分野では、収益性を重視した受注活動の取

り組みや費用の削減などにより大幅に改善し、想定を超える結果となりました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は23,335百万円（前年同期比4.6％増）、営業利益は3,594百万円（前年同

期比40.4％増）、経常利益は3,611百万円（前年同期比38.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,215

百万円（前年同期比33.1％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

セラミック部品事業

当事業セグメントの売上高につきましては、通信関連市場ならびに半導体製造装置向け製品などが堅調に推移

しました。収益面につきましては、高付加価値製品の増収効果や費用削減効果などにより、堅調に推移しました。

以上により、当事業セグメントの売上高は、前年同期比3.7％増の16,701百万円、セグメント利益は前年同期比

12.9％増の3,924百万円となりました。

 

照明機器事業

当事業セグメントの売上高につきましては、公共関連照明や新たな高付加価値照明の取り込みが進み堅調に推

移しました。収益面につきましては、費用の削減や前期に実施した体質強化の効果により、大きく改善しました。

以上により、当事業セグメントの売上高は、前年同期比6.8％増の6,633百万円、セグメント利益は大幅に改善

し360百万円（前年同期はセグメント損失241百万円）となりました。
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（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、597百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの経営成績、株価および財務状況に影響を及ぼす可能性のある事業等のリスクおよび経営戦略に

ついて、重要な変更はありません。

（5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第３四半期末における連結の総資産は49,660百万円となり、前期末と比較して2.3％増加しました。

負債は6,835百万円となり、前期末と比較して0.2％減少しました。

純資産は、42,825百万円となり、前期末と比較して2.7％増加しました。主に、利益剰余金の増加によるもので

す。

この結果、自己資本比率は86.2％となっております。

 

（6）経営者の問題認識と今後の方針について

当社経営陣は基本理念に基づき、「材料技術のＭＡＲＵＷＡ」、「品質至上主義」を貫くことで、お客様の

ニーズに応えられる企業、社会に役立つ企業として経営を目指しております。

また、選択と集中の理念に則った事業特化を推進し、グローバルな企業競争下において輝ける企業となること

を目標としております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 
②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,372,000 12,372,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

(各市場第一部)

ロンドン証券取引所

シンガポール証券取引所

単元株式数

100株

計 12,372,000 12,372,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】
 

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 12,372 － 8,646,720 － 11,683,648

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）   

普通株式 19,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,338,900 123,389 －

単元未満株式 普通株式 13,500 － －

発行済株式総数 12,372,000 － －

総株主の議決権 － 123,389 －

　　（注）「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式29株が含まれております。

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱ＭＡＲＵＷＡ

愛知県尾張旭市南

本地ヶ原町三丁目

83番地

19,600 － 19,600 0.16

計 － 19,600 － 19,600 0.16

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,379,533 16,579,058

受取手形及び売掛金 ※２ 8,042,230 ※２ 8,427,579

電子記録債権 572,146 592,898

商品及び製品 2,489,838 2,430,598

仕掛品 1,702,316 1,655,392

原材料及び貯蔵品 3,095,281 3,386,391

繰延税金資産 285,439 244,102

その他 833,428 629,062

貸倒引当金 △1,990 △40,745

流動資産合計 32,398,221 33,904,335

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,078,873 10,073,226

減価償却累計額 △5,519,695 △5,673,006

建物及び構築物（純額） 4,559,178 4,400,220

機械装置及び運搬具 18,712,379 18,288,574

減価償却累計額 △13,799,300 △13,988,241

機械装置及び運搬具（純額） 4,913,079 4,300,333

土地 3,503,763 3,671,366

建設仮勘定 276,133 666,323

その他 3,553,267 3,591,870

減価償却累計額 △3,007,107 △3,028,665

その他（純額） 546,160 563,205

有形固定資産合計 13,798,312 13,601,446

無形固定資産   

のれん 135,905 27,654

その他 433,269 285,079

無形固定資産合計 569,174 312,733

投資その他の資産 ※１ 1,784,068 ※１ 1,841,972

固定資産合計 16,151,555 15,756,152

資産合計 48,549,776 49,660,486

 

EDINET提出書類

株式会社ＭＡＲＵＷＡ(E01210)

四半期報告書

 8/17



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,068,282 3,300,056

1年内返済予定の長期借入金 137,984 58,900

未払法人税等 589,934 491,442

賞与引当金 503,850 301,771

役員賞与引当金 23,750 13,750

設備関係支払手形 169,681 330,696

その他 1,824,564 1,847,664

流動負債合計 6,318,045 6,344,279

固定負債   

長期借入金 115,409 －

繰延税金負債 76,973 165,242

環境対策引当金 13,527 13,527

その他 325,379 311,961

固定負債合計 531,288 490,729

負債合計 6,849,333 6,835,008

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,646,720 8,646,720

資本剰余金 11,946,793 11,948,947

利益剰余金 21,654,339 23,387,822

自己株式 △47,072 △42,051

株主資本合計 42,200,781 43,941,438

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 53,057 107,535

為替換算調整勘定 △555,170 △1,223,495

その他の包括利益累計額合計 △502,113 △1,115,960

新株予約権 1,775 －

純資産合計 41,700,443 42,825,478

負債純資産合計 48,549,776 49,660,486
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 22,318,933 23,334,559

売上原価 14,454,679 14,594,359

売上総利益 7,864,254 8,740,199

販売費及び一般管理費 5,305,061 5,146,345

営業利益 2,559,194 3,593,854

営業外収益   

受取利息 23,559 25,260

受取賃貸料 68,443 53,976

その他 50,939 50,843

営業外収益合計 142,941 130,078

営業外費用   

支払利息 4,791 1,358

為替差損 45,874 53,026

投資不動産賃貸費用 28,984 32,951

その他 9,465 25,152

営業外費用合計 89,114 112,487

経常利益 2,613,021 3,611,446

特別利益   

固定資産売却益 7,845 582

特別利益合計 7,845 582

特別損失   

固定資産除売却損 1,990 79,179

投資有価証券売却損 6,816 －

事業整理損 － 235,069

その他 － 2,350

特別損失合計 8,806 316,599

税金等調整前四半期純利益 2,612,060 3,295,430

法人税、住民税及び事業税 772,425 910,712

法人税等調整額 175,762 169,537

法人税等合計 948,187 1,080,250

四半期純利益 1,663,873 2,215,180

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,663,873 2,215,180
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 1,663,873 2,215,180

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △31,764 54,479

為替換算調整勘定 △1,046,521 △668,325

その他の包括利益合計 △1,078,285 △613,847

四半期包括利益 585,588 1,601,333

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 585,588 1,601,333

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響額は軽微であります。

 

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

投資その他の資産 18,167千円 14,008千円

 
 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成28年12月31日）

受取手形 －千円 62,327千円

 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 1,384,662千円 1,342,041千円

のれんの償却額 217,639 108,251

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 222,300 18.0  平成27年３月31日  平成27年６月25日 利益剰余金

平成27年10月29日

取締役会
普通株式 234,650 19.0  平成27年９月30日  平成27年12月７日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日

定時株主総会
普通株式 234,649 19.00  平成28年３月31日  平成28年６月24日 利益剰余金

平成28年10月31日

取締役会
普通株式 247,047 20.00  平成28年９月30日  平成28年12月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ 

セラミック部品
事業

照明機器事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 16,110,412 6,208,521 22,318,933 － 22,318,933

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,908 － 2,908 △2,908 －

計 16,113,319 6,208,521 22,321,841 △2,908 22,318,933

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
3,473,877 △240,564 3,233,313 △674,119 2,559,194

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△674,119千円には、セグメント間取引消去△12,930千

円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△661,189千円が含まれております。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない販売管理費及び一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２ 

セラミック部品
事業

照明機器事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 16,701,494 6,633,064 23,334,559 － 23,334,559

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,127 9,399 10,526 △10,526 －

計 16,702,621 6,642,464 23,345,085 △10,526 23,334,559

セグメント利益 3,923,650 360,251 4,283,901 △690,047 3,593,854

（注）１．セグメント利益の調整額△690,047千円には、セグメント間取引消去△17,530千円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△672,517千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない販売管理費及び一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額 134円73銭 179円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
1,663,873 2,215,180

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
1,663,873 2,215,180

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,350 12,351

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 134円72銭 179円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額　

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 0 0

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────── ───────

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成28年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………247,047千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年12月９日

　（注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月14日

株式会社ＭＡＲＵＷＡ

取 締 役 会　御中

 

有　限　責　任　 あ ず さ 監 査 法 人

 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮　　本　　正　　司

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山　　田　　昌　　紀

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ＭＡＲＵＷＡの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年

10月１日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半

期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビュー

の基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施さ

れる質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に

公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＡＲＵＷＡ及び連結子会社の平成28年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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